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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　小容量形態と大容量形態の２つの形態に変形する包装箱において、
　周方向において連接された４つの側板と、前記４つの側板の各々の底辺に第１下けい線
を介して連接された底板とによって構成された箱本体と、
　前記４つの側板のうちの相対する第１側板および第２側板であって、前記第１側板の上
辺に第１上けい線を介して連接された第１上板および前記第２側板の上辺に連接された第
２上板とを備え、
　前記第１上板は、前記第１上けい線よりも先端側に前記第１上けい線と平行な第２上け
い線を備え、
　前記第２上板は、先端部に、差込片を備え、
　前記４つの側板は、前記第１下けい線に対して平行な第２下けい線を備え、
　前記第１側板は、前記第１上けい線と前記第２下けい線との間に、前記差込片が差し込
まれる差込孔を備え、
　前記４つの側板のうちの前記第１側板および第２側板以外の相対する第３側板および第
４側板の各々は、前記第３側板および前記第４側板における前記第２下けい線の両端部か
ら前記第１上けい線の方向に向かって幅が狭くなるように延びる折込けい線を備え、
　前記小容量形態では、前記第１上板が、前記第２上けい線を介して、前記第１側板の内
面と重なるように折り返され、前記第１上板の先端部が前記第２下けい線の上側に位置さ
れ、前記第３側板および前記第４側板が前記折込けい線および前記第２下けい線を介して
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前記箱本体の内側に向けて折り込まれ、前記第１側板および前記第２側板が前記第２下け
い線を介して折り込まれた前記第３側板および前記第４側板の上に重なるように折り曲げ
られ、前記第２上板の先端部が前記第２下けい線で折り曲げられた前記第１側板に対して
上側に位置され、前記差込孔に対して前記差込片が差し込まれ、かつ、
　前記第１上板を前記第２上けい線を介して前記第１側板の方向に折り返した折り返し部
分は、
　前記折込けい線および前記第２下けい線を介して折り込まれた前記第３側板および前記
第４側板のうちの上側に位置する折込部と、前記折込部の上に重なる前記第２側板との間
に構成される袋部に挿入されない長さであり、
　前記大容量形態では、前記第１側板および第２側板、ならびに、前記第３側板および前
記第４側板が展開され、前記第１上板および前記第２上板が前記第１上けい線を介して折
り曲げられる
　包装箱。
【請求項２】
　前記４つの側板は、縦けい線を介して連接されており、
　前記折込けい線と前記第２下けい線と前記縦けい線との交点には、孔が形成されている
　請求項１に記載の包装箱。
【請求項３】
　前記差込片は、前記第２上板に対する切取線を介して前記第２上板の先端部に連接され
ている
　請求項１または２に記載の包装箱。
【請求項４】
　前記小容量形態において、前記第１上板の先端部は、前記第１側板の内面において、前
記第２下けい線に対して沿って位置する
　請求項１ないし３のうち何れか１項に記載の包装箱。
【請求項５】
　前記４つの側板は、縦けい線を介して連接されており、
　前記折込けい線および前記縦けい線の少なくとも一方は、けい線と切れ線を交互に入れ
たリード罫上に貫通孔を設けたけい線である
　請求項１ないし４のうち何れか１項に記載の包装箱。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、包装箱に関する。
【背景技術】
【０００２】
　特許文献１には、顧客の手元にあるもの（ここでは返送品）を企業に返送する際に、企
業から顧客に配送される包装箱は記載されている。この包装箱は、企業から顧客に発送す
る場合（往路の場合）、小容量に折り畳まれた小容量形態の状態で使用され、顧客から企
業に返送する場合（復路の場合）、返送品を封入するために、大容量形態の状態に展開さ
れて使用される。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１４－４６９８２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　この種の包装箱にあっては、容易に小容量形態に折り畳むことができるように、作業性
を向上させることが望まれている。
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【０００５】
　本発明は、折り畳み作業の手間を簡素化することを可能とした包装箱を提供することに
ある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記課題を解決するための包装箱は、小容量形態と大容量形態の２つの形態に変形する
包装箱において、周方向において連接された４つの側板と、前記４つの側板の各々の底辺
に第１下けい線を介して連接された底板とによって構成された箱本体と、前記４つの側板
のうちの相対する第１側板および第２側板であって、前記第１側板の上辺に第１上けい線
を介して連接された第１上板および前記第２側板の上辺に連設された第２上板とを備える
。前記第１上板は、前記第１上けい線よりも先端側に前記第１上けい線と平行な第２上け
い線を備え、前記第２上板は、先端部に、差込片を備える。前記４つの側板は、前記第１
下けい線に対して平行な第２下けい線を備え、前記第１側板は、前記第１上けい線と前記
第２下けい線との間に、前記差込片が差し込まれる差込孔を備える。前記４つの側板のう
ちの前記第１側板および第２側板以外の相対する第３側板および第４側板の各々は、前記
第３側板および前記第４側板における前記第２下けい線の両端部から前記第１上けい線の
方向に向かって幅が狭くなるように延びる折込けい線を備える。前記小容量形態では、前
記第１上板が、前記第２上けい線を介して、前記第１側板の内面と重なるように折り返さ
れ、前記第１上板の先端部が前記第２下けい線の上側に位置され、前記第３側板および前
記第４側板が前記折込けい線および前記第２下けい線を介して前記箱本体の内側に向けて
折り込まれ、前記第１側板および前記第２側板が前記第２下けい線を介して折り込まれた
前記第３側板および前記第４側板の上に重なるように折り曲げられ、前記第２上板の先端
部が前記第２下けい線で折り曲げられた前記第１側板に対して上側に位置され、前記差込
孔に対して前記差込片が差し込まれる。前記大容量形態では、前記第１側板および第２側
板、ならびに、前記第３側板および前記第４側板が展開され、前記第１上板および前記第
２上板が前記第１上けい線を介して折り曲げられる。
【０００７】
　上記構成によれば、第１上板を第２上けい線で箱本体の内側に折り込み、差込片を差込
孔に差し込むだけで、小容量形態の包装箱を組み立てることができ、組立作業を効率化す
ることができる。
【０００８】
　上記包装箱において、前記差込片は、前記第２上板に対する切取線を介して前記第２上
板の先端部に連設されている構成としてもよい。
　上記構成によれば、差込片を切取線で切り取るだけで、小容量形態から大容量形態に容
易に展開することができる。
【０００９】
　上記包装箱において、前記小容量形態において、前記第１上板を前記第２上けい線を介
して前記第１側板の方向に折り返した折り返し部分は、前記折込けい線および前記第２下
けい線を介して折り込まれた前記第３側板および前記第４側板のうちの上側に位置する折
込部と、前記折込部の上に重なる前記第２側板との間に構成される袋部に挿入されない長
さとしてもよい。
【００１０】
　上記構成によれば、小容量形態において、第１上板を第２上けい線を介して第１側板の
方向に折り返した折り返し部分は、袋部には挿入されない。したがって、折り返し部分が
長く、折り返し部分を袋部には挿入しなければならない場合より組み立て作業が容易とな
る。
【００１１】
　上記包装箱において、前記小容量形態において、前記第１上板の先端部は、前記第１側
板の内面において、前記第２下けい線に対して沿って位置する構成としてもよい。
　上記構成によれば、小容量形態にするため、第２下けい線で第１側板から第４側板を折
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り曲げる際、第１上板の先端部を折り曲げのガイドに使って、容易に折り曲げることがで
きる。
【００１２】
　上記包装箱において、けい線と切れ線を交互に入れたリード罫上に貫通孔を設けたけい
線としてもよい。
　上記構成によれば、容易に小容量形態に変形することができる。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明によれば、折り畳み作業の手間を簡素化することを可能とした。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】一実施形態における包装箱を示す図であって、小容量状態を示す斜視図。
【図２】一実施形態における包装箱を示す図であって、大容量状態を示す斜視図。
【図３】包装箱の展開図。
【図４】箱本体に対して第１上板と第２上板とが開かれた状態を示す斜視図。
【図５】第１上板を第１側板の内側に折り込んだ状態を示す斜視図。
【図６】第３側板と第４側板とを折込けい線で内側に折り込んでいる状態を示す斜視図。
【図７】小容量形態から大容量形態に変形する際に、差込片を第２上板から切除した状態
を示す斜視図。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　以下、本発明の一実施の形態を説明する。
　図１に示すように、本発明を適用した包装箱１は、段ボール箱であって、薄箱形状の小
容量形態の状態に折り畳まれる。また、図２に示すように、包装箱１は、小容量形態の状
態から大容量形態に展開される。このような包装箱１は、一例として、顧客の手元にある
もの（ここでは返送品）を企業に返送する際に使用される。具体的には、この包装箱１は
、企業から顧客に発送する場合（往路の場合）、小容量形態の状態で使用され、顧客から
企業に返送する場合（復路の場合）、返送品を封入するために、大容量形態に展開され使
用される。
【００１６】
　図３は、包装箱１の展開図であり、包装箱１のブランクシート２を示す。ブランクシー
ト２は、箱本体１０の側面を構成する第１側板１１、第２側板１２、第３側板１３、およ
び、第４側板１４を備えている。これらの側板１１～１４は、周方向に、第１側板１１、
第３側板１３、第２側板１２、第４側板１４の順に、縦けい線１５を介して連接されてい
る。なお、第１側板１１と第３側板１３との間の縦けい線１５および第２側板１２と第４
側板１４との間の縦けい線１５は、一例として、けい線と切れ線を交互に入れたリード罫
上に、さらに貫通孔１８を設けて折り曲げ易くしたけい線である。第１側板１１と第２側
板１２とは、互いに対向する長板であり、第３側板１３と第４側板１４とは、互いに対向
する短板である。第１側板１１は、縦けい線１５と平行な側縁にけい線１６ａを介して継
ぎ代１６を備えている。このけい線も、一例として、リード罫上に、さらに貫通孔１８を
設けたけい線である。継ぎ代１６は、第４側板１４に対して、接着剤やステープルや粘着
テープといった接合手段によって接合される。
【００１７】
　第１側板１１の上辺には、第１上けい線２０を介して第１上板２１が連接されている。
第１上板２１には、第１上けい線２０と平行な第２上けい線２９を備えている。第２上け
い線２９は、一例として、第１上板２１の縦方向寸法の中央を通り横方向に延びる中心線
ＣＬと第１上けい線２０との間に設けられる。第２側板１２の上辺には、第１上けい線２
０を介して第２上板２２が連接されている。第２上板２２は、第１上板２１に対して短い
フラップである。第２上板２２の先端部は、横方向の中央部に差込片２３が連接されてい
る。差込片２３は、第２上板２２の先端部に対して突出し、差込片２３の基端部には、ミ
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シン罫などの切取線２４が設けられている。一例として、差込片２３は、小容量形態の状
態から大容量形態の状態に変形する際に切取線２４から切除される。差込片２３の基端部
において、切取線２４の両端部には、段差によって係止部２５が設けられている。差込片
２３は、第１側板１１において、第１上けい線２０と第２下けい線３５との間に形成され
た差込孔２８に差し込まれる。係止部２５は、差込孔２８の両端部に係止される。係止部
２５は、少量形態の状態に組み立てるとき、差込片２３を差込孔２８に差し込むことを許
容し、差込片２３が差込孔２８に差し込まれた状態から抜けることを阻止する。
【００１８】
　第３側板１３および第４側板１４の上辺には、上フラップ２６，２７が連接されている
。上フラップ２６，２７は、第１上板２１や第２上板２２に対して縦方向が短いフラップ
である。
【００１９】
　第１側板１１の底辺には、第１底板３１が第１下けい線３０を介して連接されている。
第１底板３１の先端部は、横方向の中央部に係合片３１ａを備えている。第２側板１２の
底辺には、第２底板３２が第１下けい線３０を介して連接されている。第２底板３２の先
端部は、横方向の中央部に係合凹部３２ａを備えている。第１底板３１と第２底板３２は
、外フラップであり、係合片３１ａと係合凹部３２ａとを係合させることによって箱本体
１０の底面を構成する。第３側板１３の底辺には、第３底板３３が第１下けい線３０を介
して連接されている。第４側板１４の底辺には、第４底板３４が第１下けい線３０を介し
て連接されている。第３底板３３と第４底板３４とは、一例として、内フラップである。
また、第３底板３３と第４底板３４とは、突き合わせフラップであり、小容量形態および
大容量形態の何れの場合であっても箱本体１０の形状を変形しにくくする。また、突き合
わせフラップとすることで内面が平坦となり、包装した内容物を傷つきにくくなる。
【００２０】
　第１側板１１、第２側板１２、第３側板１３、および、第４側板１４は、第１下けい線
３０に対して平行な第２下けい線３５を備えている。第２下けい線３５は、第１上けい線
２０より第１下けい線３０の近くに位置している。第１下けい線３０と第２下けい線３５
との間の領域は、小容量形態のとき、側面を構成する。
【００２１】
　第３側板１３および第３側板１３に連接した上フラップ２６、ならびに、第４側板１４
および第４側板１４に連接した上フラップ２７は、これらを箱本体１０の内側に折り込む
ための折込けい線３６を備えている。折込けい線３６は、第３側板１３および第４側板１
４における第２下けい線３５の両端部から第１上けい線２０の方向に向かって幅が狭くな
り、上フラップ２６，２７の先端部で離間している。また、折込けい線３６は、第３側板
１３および第３側板１３の横方向中央を縦方向に延びる中心線を対象軸として線対称に延
びている。すなわち、２つの折込けい線３６は、第２下けい線３５に対して末広がりの逆
Ｖ字形状を有している。第２下けい線３５に対して末広がりの２本の折込けい線３６がな
す角度は一例として４５度である。また、折込けい線３６は、一例として、けい線と切れ
線を交互に入れたリード罫上に、さらに貫通孔１９を設けて折り曲げ易くしたけい線であ
る。また、折込けい線３６と第２下けい線３５と縦けい線１５との交点には、シートが重
なる部分において、折り曲げやすくするため、孔１７が形成されている。なお、同様の孔
１７が第２下けい線３５とけい線１６ａとの交点にも形成されている。
【００２２】
　次に、以上のように構成された包装箱１の組立方法および使用方法について説明する。
　先ず、継ぎ代１６が第４側板１４の内面に対して、接合手段によって接合され環状形状
とされる。次いで、箱本体１０の底面を構成するため、第３底板３３および第４底板３４
を第１下けい線３０から内側に折り曲げ、さらに、第１底板３１と第２底板３２とを第１
下けい線３０から内側に折り曲げる。そして、係合片３１ａを係合凹部３２ａに係合する
。図４に示すように、これにより、上面が第１上板２１と第２上板２２とによって塞がれ
ていない開放された状態の箱本体１０が構成される。
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【００２３】
　図５に示すように、包装箱１を小容量状態に折り畳むには、第１上板２１を第２上けい
線２９を介して第１側板１１の内面に重なるように折り返す。そして、第１上板２１の先
端部は、第１側板１１の内面において、第２下けい線３５に対して近接し、第２下けい線
３５に対して沿って位置する。次いで、図６に示すように、第３側板１３および第４側板
１４を逆Ｖ字形状を有する折込けい線３６および第２下けい線３５に沿って箱本体１０の
内側に折り込む。すると、第３側板１３および第４側板１４のうちの上側に位置する折込
部３７と折込部３７の上に重なる第２側板１２との間には、袋部３８が構成される。また
、第１側板１１および第２側板１２は、第２下けい線３５から箱本体１０の内側に向けて
折り曲げられる。第１上板２１を第２上けい線２９を介して第１側板１１の方向に折り返
した折り返し部分３９は、袋部３８には挿入されない長さである。この後、折り返し部分
３９に対して第２上板２２が上側に位置し、差込片２３が差込孔２８に挿入され、箱本体
１０が第１上板２１と第２上板２２とによって閉じられた状態にロックされる。かくして
、包装箱１は、小容量形態の状態とされる（図１参照）。小容量形態の状態とされた包装
箱１は、第１下けい線３０と第２下けい線３５との間の領域が側面を構成した薄型の箱と
なる。このような小容量形態の包装箱１は、一例として企業から顧客に発送する場合（往
路の場合）に使用される。
【００２４】
　顧客は、小容量形態の包装箱１が手元に届くと、手元にあるもの（ここでは返送品）を
企業に返送する。このため、顧客は、小容量形態の状態にある包装箱１を大容量形態の包
装箱１に展開する（図２参照）。この場合、先ず、差込孔２８に差し込まれた状態にある
差込片２３を切取線２４で切除する。これにより、第２上板２２のロックが解除される。
図７に示すように、第２上板２２が箱本体１０の上面を開き、次いで、第１上板２１が第
１側板１１の内面に重なるように折り込まれた状態から箱本体１０の外に出された状態と
される。これと連続的に、第１側板１１および第２側板１２は、第２下けい線３５が外側
に開かれ、第３側板１３および第４側板は、折込けい線３６および第２下けい線３５が開
かれる。かくして、第１側板１１から第４側板１４の全体がほぼ面一の状態となり、箱本
体１０の側面を構成する。この状態で、箱本体１０の中には、企業に返送するものが収納
される。この後、上フラップ２６，２７が第１上けい線２０で箱本体１０の内側に向けて
折り曲げられる。そして、第２上板２２が第１上けい線２０で箱本体１０の内側に向けて
折り曲げられ、第１上板２１が第１上けい線２０で箱本体１０の内側に向けて折り曲げら
れる。ここで、第１上板２１と第２上板２２の何れが上側となってもよい。そして、互い
に重ねられた第１上板２１の先端部と第２上板２２とは、粘着テープといった接合手段４
０によって接合される（図２参照）。接合手段４０としてはステープルなどであってもよ
い。そして、大容量形態の包装箱１は、企業に対して発送される。
【００２５】
　以上説明したように、上記実施の形態によれば、以下の効果が得られる。
　（１）第１上板２１を第２上けい線２９で箱本体１０の内側に折り込み、折込けい線３
６および第２下けい線３５に沿って箱本体１０の内側に折り込み、差込片２３を差込孔２
８に差し込むだけで、小容量形態の包装箱１を組み立てることができ、組立作業を効率化
することができる。
【００２６】
　（２）包装箱１は、差込片２３を切取線２４で切り取り、折込けい線３６および第２下
けい線３５で第３側板１３および第４側板を開き、第２下けい線３５で第１側板１１およ
び第２側板１２を開くだけで、小容量形態から大容量形態に容易に展開することができる
。
　（３）小容量形態において、第１上板２１を第２上けい線２９を介して第１側板１１の
方向に折り返した折り返し部分３９は、袋部３８には挿入されない。したがって、折り返
し部分３９が長く、折り返し部分３９を袋部３８には挿入しなければならない場合より組
み立て作業が容易となる。
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　（４）小容量形態において、第１上板２１の先端部は、第１側板１１の内面において、
第２下けい線２９に対して沿って位置する。したがって、小容量形態にするため、第２下
けい線３５で第１側板１１から第４側板１４を折り曲げる際、第１上板２１の先端部を折
り曲げのガイドに使って、容易に折り曲げることができる。
　（５）折込けい線３６は、けい線と切れ線を交互に入れたリード罫上に、さらに貫通孔
１９を設けて折り曲げ易くしたけい線であるため、容易に小容量形態に変形することがで
きる。
【００２８】
　なお、上記実施の形態は、以下のように変更して実施することもできる。
　・折込けい線３６の構成は特に限定されるものではなく、例えば、貫通孔を設けていな
い通常のリード罫であってもよいし、リード罫ではなく、ミシン罫であってもよいし、通
常のけい線であってもよい。また、折込けい線３６以外のけい線の構成も、特に限定され
るものではない。
【００２９】
　・第１上板２１の先端部は、第１側板１１の内面において、第２下けい線３５から離れ
ていてもよい。
　・小容量形態において、袋部３８に折り返し部分３９を挿入する作業が煩雑にならない
程度に、折り返し部分３９は、袋部３８に若干入る程度の長さを有していてもよい。
　・差込片２３は、第２上板２２から切除されなくてもよい。また、差込片２３は、ハサ
ミややカッタなどで切除してもよいし、手で破るようにして切除してもよい。
【００３０】
　・包装箱１は、上フラップ２６が省略されていてもよい。
　・箱本体１０の底面構造は、特に限定されるものではなく、係合片３１ａと係合凹部３
２ａの係合構造を備えていないものであってもよい。例えば、相対する２枚の内フラップ
と相対する２枚の外フラップとで構成し、外フラップの突き合わせ部を接合手段で接合す
る構造であってもよい。
　・包装箱１は、段ボールではなく厚紙などで構成されていてもよい。
【符号の説明】
【００３１】
　ＣＬ…中心線、１…包装箱、２…ブランクシート、１０…箱本体、１１…第１側板、１
２…第２側板、１３…第３側板、１４…第４側板、１５…縦けい線、１６…継ぎ代、１６
ａ…けい線、１７…孔、１８…貫通孔、１９…貫通孔、２０…第１上けい線、２１…第１
上板、２２…第２上板、２３…差込片、２４…切取線、２５…係止部、２６…上フラップ
、２７…上フラップ、２８…差込孔、２９…第２上けい線、３０…第１下けい線、３１…
第１底板、３１ａ…係合片、３２…第２底板、３２ａ…係合凹部、３３…第３底板、３４
…第４底板、３５…第２下けい線、３６…折込けい線、３７…折込部、３８…袋部、３９
…折り返し部分、４０…接合手段。
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